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出席者は記録者が印を付ける。

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・スタッフオフィス内の棚整理整頓実施し、不要なもの廃棄しています。

・家族教室今年度予定分終了となります。報告書は2月28日まで提出して下さい。

・2月22日　ＳＳＴの勉強会予定しています。

※連絡会議ない為、全体連絡事項はありません。

＜マニュアル読み合わせ＞

皮膚科診察介助マニュアル

１、目的

　　皮膚科の診察が円滑に行われる様介助が出来る。

２、手順

　　　　　　直接介助者





９：００





１２：３０




１２：５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時に



１３：００



診察終了後








必要物品

· 皮膚科疾患治療箋（各病棟）

· ゴム印、スタンプ台（庶務管理課の看護から持ってくる）

椅子２脚、酒精綿、摂子、クーパー（東病棟のＢ棟の戸棚に入っている）

当日、庶務管理課の看護から　必要物品を持ってくる。


皮膚科診療の順に名前をメモ用紙に記入しておく。


診察室の準備をする





必要物品として皮膚科疾患治療箋・ゴム印・スタンプ台・色鉛筆・薬剤一覧がある。


診察順番のメモは各病棟で用意してもらい、一枚は持ち、一枚は間接介助者に渡す。








午前中に各病棟に直接介助者が診察の必要な患者様がいるかいないかを確認する。





モーニングミーティングでリーダーが皮膚科診療の有無を伝える。


午前中に患者様へお伝えする。





先生を迎えに行く。


（２階のエレベーターの前で待っている）





患者様の誘導


（各病棟スタッフにしてもらう）





診察開始


（時間が限られているので手早く介助する）





先生の指示の変更・追加があった場合は聞き、メモをする。


診察時、患者様の症状が変わった時は先生に伝える。


新しく薬の処方が出た場合は現在服薬している薬を先生に伝える。


（鉛筆で代筆し、診療後ボールペンで記入する）





診察日前にしておくこと





新たに皮膚科診察の必要な患者様をピックアップしておき、皮膚科疾患治療箋を準備しておく。





先生を東病棟の入口までお送りする。





変更や追加のあった患者様の皮膚科実施箋、処置実施箋を直す。


カルテ、看護記録にも記載する。


部位、軟膏、グラム数の変更、中止・新規かを各病棟のリーダーに申し送る。


軟膏処置は翌日からとなる。





後片付けをする。


皮膚科疾患治療箋を仕上げ、新規　変更者・内容を記入し、医事課に提出する。


院内処方箋を薬局に提出する。





変更があれば打ち直しをしてから打ち出す。





次回の皮膚科疾患治療箋を打ち出しておく。


























